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別記様式（第４条関係） 

会    議    録 

会 議 の 名 称 
第１回 

シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会 

開 催 日 時 

令和元年１０月２９日（火） 

          午後３時００分から 

午後５時０５分まで 

開 催 場 所 市役所別館５階 ５０１会議室 

出 席 者 別紙のとおり 

会 議 内 容  別紙のとおり 

会 議 資 料 別紙のとおり 

会 議 録 の 

 

作 成 方 針 

 ■電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 □要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起

こした場合の当該電磁的記録

の保存期間 

■会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 委員全員による確認 

そ の 他 の

必 要 事 項 
傍聴者 ０人 
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令和元度第１回 

シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会 

                            令和元年１０月２９日（火） 

午 後 ３ 時 ０ ０ 分 か ら 

午 後 ５ 時 ０ ５ 分 ま で 

                          市役所別館５階 ５０１会議室 

１ 開     会 

２ 委  嘱  式 

３ 市長あいさつ 

４ 議     事 

 （１）各委員の自己紹介 

（２) 会長、副会長の選出 

 （３）シティ・プロモーションについて 

 （４）スケジュール、進め方について 

（５）シティ・プロモーションの方針について 

５ そ  の  他 

６ 閉     会 

 

出席委員（５人） 

  会      長  知識経験者  株式会社マッシュアップ   亀 岡 勇 人 

  副   会  長  知識経験者  ヒットマンコーポレーション株式会社 

  吉 田 益 美 

  委      員  商工会    ダマヤカンパニー株式会社  木 本 志 帆 

  委      員  農業協同組合 あさか野農業協同組合  内 田   明 

  委      員  公募市民   株式会社コフレ  門 野 美恵子 

         

事務局（６人） 

  事   務   局   市長公室長  神 田 直 人 

  事   務   局   シティ・プロモーション課長 大 髙 みゆき 

  事   務   局   同課主幹兼課長補佐 奥 田 将 隆 

  事   務   局   同課シティ・プロモーション係長 高 市 なつみ 
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  事   務   局   同課同係主任 斉 藤   純 

  事   務   局   同課広報係長 比留間 和 慎 

 

事務局補助（１人） 

  事 務 局 補 助   株式会社フラクタル 菅 野 秀 和 

 

 

資料一覧 

【資料１】シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会委員名簿 

【資料２】シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会条例 

【資料３】傍聴要領（案） 

【資料４】朝霞市シティ・プロモーション推進スキーム 

【資料５】シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会スケジュール 

【資料６】シティ・プロモーションの方針の骨子案 

【資料７】市の現状のまとめ 

【資料８】シティ・プロモーションに関する課題 
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  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等）  

◎１ 開会 

◎２ 委嘱式 

○事務局・大髙課長 

  お待たせいたしました。 

それでは、定刻となりましたので、シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会の委嘱式及び第１

回の会議を始めさせていただきます。 

本日は、お忙しい中、そして、お足元の悪い中お集まりいただきましてありがとうございます。

進行を務めさせていただきます、シティ・プロモーション課長の大髙と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

初めに、委嘱書の交付を行わせていただきます。大変恐縮ですが、委嘱書の交付は、皆様を代表

して一人の方に行わせていただきます。 

これから、皆様全員のお名前をお呼びいたしますので、呼ばれましたら御起立いただきまして、

その場でお待ちくださるようお願いいたします。 

では、お呼びいたします。 

亀岡勇人様、吉田益美様、木本志帆様、内田明様。 

本日まだ御出席いただいておりませんが、もう一人、門野美恵子様がいらっしゃいます。 

以上、委員５人を代表いたしまして、木本志帆様に委嘱書を富岡市長から交付いたします。木本

様、市長の前へお進みください。 

○富岡市長 

  委嘱書、木本志帆様。シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会委員に委嘱します。任期は、令

和３年３月３１日までとします。令和元年１０月２９日、朝霞市長、富岡勝則。 

○事務局・大髙課長 

ありがとうございました。皆様、御着席ください。 

 

◎３ 市長あいさつ 

○事務局・大髙課長 

  続きまして、富岡市長からごあいさつを申し上げます。 

○富岡市長 

  皆さん、こんにちは。 
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  委員の皆様におかれましては、日頃から市政運営に多大な御理解、御協力を賜っておりますこと

に心から厚く御礼申し上げたいと思います。また、本日この委員会の委員をお願いいたしましたと

ころ、快くお引き受けいただいたこと、併せてお礼を申し上げたいと思います。ありがとうござい

ます。 

  さて、本市では、市制施行５０周年を平成２９年３月に迎えました。また、来年行われます東京

２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の射撃会場が本市になったということを契機とし

て捉えまして、本格的に、このシティ・プロモーション施策を開始させていただきました。これに

よりまして、ブランドタグラインでございます「むさしのフロントあさか」、そして、市のキャラク

ター「ぽぽたん」が誕生したわけでございます。今現在、多くの方々に親しんでいただいていると

ころでございます。 

また、講演会、あるいは職員向けの研修会等を実施をいたしまして、ブランドタグライン、ある

いはキャラクターで表現をしております、「自然と利便性のバランス」、そして、「どこにもないま

ち」といった視点を基にした事業展開を図っているところでございます。 

我が国における現在の人口減少、あるいは少子高齢化の急速な進展等の社会環境の変化は、本市

にとっても無縁ではございません。持続的な地域の発展という点から、今後ともシティ・セールス

朝霞ブランドを含めたシティ・プロモーション施策を更に推進していくことが必要であると感じて

おります。こうしたことから、本委員会を開催したということでございます。市の現状は、現在ま

での本施策を勘案しつつ、皆様方の専門性、あるいは豊かな知見を生かしていただいて議論をして

いただき、実りある提言を頂ければというふうに期待をしているところでございます。是非、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  結びに、皆様方の御健勝、そして、御活躍を心から祈念させていただきまして、簡単ではござい

ますがあいさつとさせていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○事務局・大髙課長 

  市長は別の公務がございますので、ここで退席させていただきますので御了承ください。 

○富岡市長 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局・大髙課長 

  これにて委嘱式を終了いたします。 

続きまして、第１回の会議に入りたいと存じますが、議事に入る前に、お手元の資料の確認をお

願いいたします。 

資料１、シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会委員名簿。資料２、シティ・セールス朝霞ブ
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ランド検討委員会条例。資料３、傍聴要領（案）。資料４、朝霞市シティ・プロモーション推進スキ

ーム。資料５、シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会スケジュール。資料６、シティ・プロモ

ーションの方針の骨子案。資料７、市の現状のまとめ。資料８、シティ・プロモーションに関する

課題。 

  以上、資料８までですが、おそろいでしょうか。 

  ありがとうございます。 

 

◎４ 議事（１）各委員の自己紹介 

○事務局・大髙課長 

  それでは、議事に入りたいと思いますが、本委員会は、本日が第１回目でございますので、会長

が選出されるまでの間、市長公室長の神田が議事の進行を行わせていただきたいと存じますが、い

かがでしょうか。 

  （異議なし、の声） 

  ありがとうございます。 

  それでは、御承認いただきましたので、神田公室長、お願いいたします。 

○事務局・神田市長公室長 

  市長公室長の神田でございます。 

  しばらくの間、進行役を務めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、議事の前段になりますけれども、皆さんに３点ほど、お願いとお諮りしたいことがあ

りますので、事務局から３点説明いたします。 

どうぞ、お願いします。 

○事務局・高市係長 

  それでは、御説明申し上げます。 

１点目の発言の際のお願いでございますが、本会議の会議録を作成するに当たりまして録音をさ

せていただきます。つきましては、発言をする際は挙手をしていただきまして、議長が委員のお名

前を呼んでから発言をしてくださいますようお願いいたします。 

２点目の写真の撮影につきまして、本委員会の様子を市のホームページ等に掲載してまいります

ことに御賛同いただけない方がいらっしゃいましたら、会議終了後、事務局にお知らせいただきま

すようお願いいたします。 

３点目の本委員会の公開につきましてですが、本市では、「市政の情報提供及び審議会等の公開に

関する指針」に基づきまして、原則として、審議会等の会議を公開することとしております。そこ
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で、事務局におきまして、お手元の資料３でございますが、「傍聴要領（案）」を事前に用意させて

いただきましたので、本委員会において要領を決定していただきたいと思います。 

説明は、以上でございます。 

○事務局・神田市長公室長 

  １点目、２点目、進行に当たっての御配慮いただきたいというお願いでございます。３点目につ

きましては、傍聴に当たって決め事を押さえていただきたいということ、それから、基本的には会

議は原則公開ということで進めてまいりたいと思っております。まず、前提となる傍聴要領につい

てお諮りしますので、何か過不足あるようでございましたらいただきたいと思いますが。 

  よろしいでしょうか。 

  それでは、この傍聴要領のとおり進めさせていただきたいと思います。また、基本的に非公開と

しない限り、原則公開ということで、その都度、この進行役の確認を取りつつ進めることになりま

すので、本日は原則公開ということで進めてまいりたいと思います。 

  全体的な御異議ないということを御確認の上、本日の傍聴について確認したいと思いますが、い

かがですか。 

○事務局・斉藤主任 

  本日、傍聴人はおりません。 

○事務局・神田市長公室長 

  それでは、本日、傍聴者はいらっしゃいませんけれども、傍聴の関係は、会議の途中でありまし

ても傍聴者が見えましたら、傍聴席の範囲内で、また可能な限り入室していただきたいと、こうい

ったような進め方で今後の進行に当たりたいということでお願いしたいと思います。 

  それではですね、議事に入るわけですけれども、本日１回目でございますので自己紹介を賜った

上でですね、それから会長の選出ということに進めてまいりたいと思いますが、いきなり自己紹介

と言ってもなんでございますので、私の方から改めてごあいさつさせていただきたいと思います。 

  改めまして、市長公室長を務めております、神田でございます。なかなか市の進め方でございま

して、このような皆さんの前で硬い進行になっていることをお詫び申し上げます。 

まず、大事なことはですね、皆さんと十分な意見交換ができるように十分な配慮してまいりたい

なと考えております。何より、私もこの市役所に入りまして数十年おりますけれども、朝霞市を説

明するに当たって、いつも最後は何もない朝霞市でございますがと言ってですね、会議の席上小さ

くなっていたつもりでございましたが、ここ数年来私どもも胸を張って、朝霞市は外に向けて負け

ないまちですと言えるようなシティ・プロモーションになればと願いながら、この事務を担当して

いるところでございます。 



- 8 - 

 

  どうか皆さんの力を頂きたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

  では、続いて、順番にお願いします。 

○亀岡委員 

  今回ですね、学識経験者という立場で参加させていただきました、亀岡勇人でございます。 

  所属が株式会社フラクタルという、組織が変わりまして株式会社マッシュアップという会社の代

表を務めております。私は、２５年ですね、プロモーション企業を経営してきまして、企業のプロ

モーション、あと自治体のシティ・プロモーション。そういった実績、経験があります。 

一方で、事業構想大学院大学というビジネススクールで公民連携のシティ・プロモーション、い

わゆる企業と自治体が新しいプロモーション、シティ・プロモーションを作り上げていくというと

ころで実務家の教員として研究テーマにしてきましたので、そういった、事業家、実務家教員とい

う二つの視点ですね、この朝霞市のシティ・プロモーションに貢献できるよう、いい影響を与えら

れるように頑張っていきますので、皆様よろしくお願いいたします。 

○木本委員 

  商工会推薦ということで御指名いただきました、木本志帆と申します。 

  私は、朝霞市本町で、ダマヤカンパニー株式会社という、直径１００メートルのまちづくりとい

う企業をやっております。朝霞市では、昔ながらのおんぶひもの製造、販売と、リノベーション

業、空き家再生事業をやらせていただいております。 

  １年間になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

○内田委員 

  あさか野農業協同組合で企画課から来ております、内田明と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

  あさか野という農協の名前ですが、元々は朝霞市農協という、市役所のそこで自分も入職しまし

て、朝霞市、自分は生まれも育ちもずっと朝霞なので、何か朝霞市に貢献できるようなことがあれ

ばですね、協力して、自分の地元という立場から話せることもございますので、どうぞよろしくお

願いします。 

○吉田委員 

  吉田益美です。 

  ２０１５年ぐらいから公室長も参加していただいて、ブランドの「むさしのフロントあさか」

と、キャラクターの「ぽぽたん」、それから「ＯＫＡＥＲＩ」というプロモーションビデオ。ブラン

ドのツールは作ってきたつもりです。 

これからのフェーズとしては、それを拡散してプロモーションにつなげていく。そのためには、
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いろんな力が、人的な力もいるし、市民の皆さんの力もいるし、予算的な力もいるかもしれません

し、そこら辺につながるような会議をしていきたいと思います。 

僕の中では、ブランドを作って、ブランドブックに反映されているんですが、「懐」という概念で

すね。懐に関して実体のあるものにしていきたいなと。あとは、会議をできるだけ活発にするよう

な、ひっかき回すのは得意なので、チューター的な役割をできればいいかなと思っています。よろ

しくお願いします。 

○事務局・神田市長公室長 

  ありがとうございます。では、門野委員はお見えになったらご挨拶いただくことにいたしましょ

う。 

  それでは、続いて事務局の方の職員ですね、それぞれ紹介いたします。 

○事務局・大髙課長 

  改めまして、こんにちは。シティ・プロモーション課長の大髙と申します。 

皆さんと、まず一番に楽しくやって、シティ・プロモーション、朝霞市の良さというのを市民の

皆さんに伝えられるような会議にしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局・奥田主幹 

  シティ・プロモーション課の主幹兼課長補佐をしております、奥田と申します。よろしくお願い

いたします。 

皆さんの知見を十分、私たちも勉強しながらですね、良いものを一緒に作り上げていけたらいい

なというふうに思っています。よろしくお願いします。 

○事務局・高市係長 

  シティ・プロモーション課シティ・プロモーション係の高市と申します。 

皆さんと一緒にシティ・プロモーションを一緒に推進していけることを大変うれしく思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局・斉藤主任 

  シティ・プロモーション課シティ・プロモーション係の斉藤と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

皆さんで朝霞市が有名になるように、よろしくお願いします。 

○事務局・比留間係長 

  シティ・プロモーション課広報係の比留間と申します。よろしくお願いいたします。 

私はまだ、異動してきて１年目なんですが、シティ・プロモーションというのが、まだ全て理解

できてないということを、この場で言って申し訳ないんですけれども、理解できてない部分がある
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かもしれないんですが、皆様と一緒により良いものが作れればいいなと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○事務局補助・菅野 

  亀岡と同じ事務所で事務とシティ・プロモーション等担当しております、フラクタルの菅野と申

します。 

これまで培ってきた経験や知識等をこのシティ・セールス朝霞ブランド検討委員会及び事務局の

方ですが、お役に立てるように努めていきたい思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◎４ 議事（２) 会長、副会長の選出 

○事務局・神田市長公室長 

  では、議題を進めてですね、会長、副会長ということで、進めたいんですけれども、資料にもあ

りますように、これは条例設置の審議会になります。したがいまして、その規定によりまして、「会

長は、委員の互選」ということの規定になっておりますので、まずは皆さんの方から立候補があり

ましたら承ります。 

  立候補に限らず推薦ということでも頂戴したいのですが、いかがでしょうか。 

○吉田委員 

  亀岡委員が、プロモーションのプロなので、お願いできるとうまくいくかなと感じます。 

○事務局・神田市長公室長 

  ただいま、亀岡委員というお話がありますけれども、ほかになければよろしいでしょうか。 

○亀岡委員 

  御推薦ありがとうございます。謹んでお受けいたします。 

○事務局・神田市長公室長 

  よろしいですか。 

  それでは、御異議ないようですので、本委員会の会長というお立場をですね、亀岡委員にお願い

したと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

  これからの進行をですね、会長にお願いしたいと思います。 

○亀岡会長 

  では、改めまして、会長の方に御推薦いただきました亀岡でございます。改めて、皆様、この委

員会の進行をうまく進めていきたいと思いますので、皆さんの御協力、引き続きよろしくお願いい

たします。 

  早速議題の方を進めたいと思いますが、続いて副会長の選出ですが、「シティ・セールス朝霞ブラ
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ンド検討委員会条例」の規定により「副会長は、委員の互選によって定める。」となっております

が、まずは、立候補される方は、いらっしゃいますでしょうか。 

  それでは、推薦の方はいかがでしょうか。 

  木本委員、お願いします。 

○木本委員 

  朝霞市のシティ・プロモーションにたくさん関わった吉田委員を推薦したいと思います。 

○亀岡会長 

  推薦がありましたが、いかがでしょうか。 

○吉田委員 

  お引き受けいたします。 

○亀岡会長 

  では、副会長の方を吉田委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

  では、副会長の方からごあいさつ。 

○吉田副会長 

  朝霞市の基本的ブランド・コンテンツはできた。これからプロモーションで広げていって、さっ

き斉藤主任がおっしゃっていたように、結局、朝霞を有名にするということに向かって人とお金と

コミュニケーションと、知識を集約していくと。亀岡会長を支えて、なるべく立体的な議論を進め

させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

◎４ 議事（３）シティ・プロモーションについて 

○亀岡会長 

  それでは、早速ですが議事に入りたいと思います。 

  議事（３）「シティ・プロモーションについて」、事務局より説明をお願いいたします。 

  斉藤主任、お願いします。 

○事務局・斉藤主任 

  それでは、議事（３）シティ・プロモーションについて説明させていただきます。 

  本市のシティ・プロモーションは、市制施行５０周年、また２０２０年のオリンピック・パラリ

ンピックを契機とし、本格的に開始し平成２７年、２０１５年の２年後に迫る市制施行５０周年を

一つのステップアップといたしまして、将来にわたって朝霞市の魅力を持続的にアピールしていく

ための基礎的な戦略が必要と考えまして、広報戦略会議というものを立ち上げました。 

その中で今まで朝霞市に足りなかったＰＲ方法を模索いたしまして、その過程において、マーケ
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ティングの手法であるブランディングを取り入れ、ブランド戦略に実績をお持ちの方、本日、委員

である吉田副会長にアドバイスをいただきながら、若手職員を中心とした議論や市の関係団体との

意見交換を踏まえながらブランドタグラインやプロモーション動画を作成してまいりました。 

これが、当市における本格的なシティ・プロモーションの発端となります。 

ブランドタグライン、御存知かと思いますけれども「むさしのフロントあさか」となっておりま

す。プロモーションビデオが「ＯＫＡＥＲＩ」というものになっております。こちらＹｏｕＴｕｂ

ｅの方で見ることができますので、まだ御視聴になっておられない方は、お時間あるときに御覧い

ただければと思います。 

また、同時にですね、市制施行５０周年の節目を迎えることを市内外へ広くアピールするメッセ

ンジャーとしての役割を持ち、また行政の持つ堅い印象を打ち破る手段となることを期待してゆる

キャラを誕生させました。朝霞ブランドでもある朝霞市を流れる自然豊かな黒目川に咲くたんぽぽ

から生まれ、公募により「ぽぽたん」と名付けられました。ぽぽたんは誕生してから市内外のイベ

ントへお出掛けしておりまして、ブランドタグライン「むさしのフロントあさか」とともに市の魅

力をＰＲすることで、市の認知度の向上することに、大変貢献していただいています。 

また、市民の皆様にいろいろ御利用いただけるよう、むさしのフロントあさかのロゴマークやぽ

ぽたんのイラストは、いずれも使用に関するガイドラインを制定したり、また、ぽぽたんの着ぐる

みの貸出しも行い、認知度アップに努めてまいりました。 

平成３０年度になりまして、シティ・プロモーション課が創設され、この１年間、４つの事業を

軸に展開してまいりました。 

まず一点目が、「シティ・プロモーションの理解促進」ということで、昨年、市制施行５０周年を

振り返って、これからの朝霞を考える公開トークセッション、シンポジウムということで、「ＣＲＥ

ＡＴＩＶＥ Ｃａｆｅ ｉｎ ＡＳＡＫＡ」、こちらのポスター、チラシですが、こういったものを

作成し、シンポジウムを開催いたしました。 

また、同日、ぽぽたんをモチーフとした創作品を募集して展示を行った「ＡＲＴ＆ 

ＣＲＡＦＴ展」を開催したり、また、市や団体職員のシティ・プロモーションへの理解の促進とし

てクリエイティブ・ワークショップというものも３テーマに分けて６回ほど行いました。 

２点目として、「ＳＮＳ等を活用したプロモーション」ということで、ネット社会の動きもありま

すので、どんどん発信していった方がいいということで考えまして、朝霞市は、ぽぽたんがメイン

となっているんですけれども、ＬＩＮＥによる情報発信を昨年から行っております。今現在のとこ

ろ、お友だちが１，４００人程度おり、日々増えていってる様相が見受けられます。 

地方のチャンネル、Ｊ：ＣＯＭの「長っと散歩」という番組では、市長自ら出演し、朝霞のＰＲ
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を行っています。また、朝霞市の魅力を紹介する冊子といたしまして、今日お配りしております、

「ぷらりあさかさんぽ」、黄色い小冊子ですね、こちらを発行して数々のイベントで配布しＰＲを行

っております。 

また、「ウォークロゲイニングｉｎむさしのフロントあさか」という参加者に、市内を巡りながら

写真を撮ってもらい、それをＳＮＳに上げて朝霞市を発信していただくというようなイベントを企

画し、プロモーションを行っております。 

３点目です。「市民がプロモーションを行うきっかけづくりの醸成」といたしまして、彩夏祭にお

いて「なりきりぽぽたん」と題し、それぞれがぽぽたんにみんなでなりきり、祭りなどで練り歩

き、その様子を写真を撮って発信していただくイベントの他、ぽぽたんに愛着を持っていただくた

め「ＡＲＴ＆ＣＲＡＦＴ展」の開催、また、市内の事業者にキャラクターの関連グッズとして、メ

モ帳を作っていただくなどグッズ作製の支援等にも力を入れております。 

４点目として、「ぽぽたんの周知」、ぽぽたん自身の認知度を上げることによって、市の名前を知

っていただく取り組みとして、ゆるキャラグランプリへの参加や、世界キャラクターさみっと、現

在行われている、ラグビーワールドカップ関連として「ゆる玉フィフティ～ン」というメンバーに

加入し、熊谷大会会場等において朝霞市のＰＲなどをしております。 

朝霞市のシティ・プロモーションについては、以上です。 

○亀岡会長 

  ただ今説明のあった内容について、質問があれば皆さんにお伺いしたいのですけれども、その前

に、これまでの取組について、吉田副会長が市の広報アドバイザーとしていろいろバックアップさ

れてこられたと伺っておりますので、ただ今の事務局の説明に対して、補足等あればよろしいでし

ょうか。 

○吉田副会長 

  ブランドを作っていくフェーズから考えると、内実としての、実際の空間としての懐があった

り、コミュニティ空間としての懐があったりとか、あるいはどこか学ぶ空間としての懐があった

り、自然の中に懐があったりという、フェーズに近付いているのかなというのが、市の内部的には

そういう課題があるのかなという感じがしています。 

  外部的には、「知られる朝霞」から「語られる朝霞」へ移っていかないと予算や人材や知識を投入

したとしても、限りがあるリソースなので、とにかくみんなで「語られる朝霞」へ向かって知識を

集約していくことが今は大切かなと思っています。 

基本的ブランドツールに当たるもの、例えば「むさしのフロントあさか」も「ぽぽたん」も「Ｏ

ＫＡＥＲＩ」も力があるものだと思っています。自分が関与して作ったからということではないん



- 14 - 

 

ですが、それにしては、まだ知られてなさすぎるかなという印象を持っていますので、これからど

れだけ拡散していけるか。時間はありそうで僅か２年なので、拡散の入口まで、亀岡会長や委員の

皆さんとともに仕掛けを作っていけたらなと思っています。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

  それでは、改めまして、事務局の説明及び吉田副会長の説明内容について、何か質問はございま

すでしょうか。 

  では、ちょっと私の方から事務局の方に確認をしたいと思います。 

  シティ・プロモーションというのは、まちの営業活動の総称かなと思っていて、先ほどからいろ

いろプロモーションの仕掛けをやられていて、キャラクターも作って。それぞれ、営業となれば数

値で定量化すべきかなと思うんですね。その数値管理と言いますか、ファンの増え方、グッズの売

れ方、人の集まり方、そういったものは市として何か数値で捉えていることはございますか。 

  お願いします、高市係長。 

○事務局・高市係長 

  高市です。 

  指標として、毎年イラストとしてのキャラクターやブランドタグラインのロゴマークが制作物な

どに使われた件数を捉えております。また、ぽぽたんの着ぐるみも貸し出しという形で数値を捉え

ております。 

○亀岡会長 

  例えば数値的には、毎年伸びてきている傾向にあるということですかね。 

○事務局・高市係長 

  件数としては、毎年、順調に右肩上がりとなっています。 

○亀岡会長 

  なるほど。活動と成果が出ているというところで、それをより具体的に今後ね、広げていくこと

が大事になってくるのかなというところが、吉田副会長の意見と一致するところだと思います。 

  ほか、御質問。 

  木本委員、お願いします。 

○木本委員 

  今、副会長のお話の中で、内部課題と外部課題があるのではないか、二つの軸があると認識しま

したけれども、まずは、私も今回初めての委員会に来ていまして、他にも初めての方もいらっしゃ

いますので、今まで朝霞市の方が抱えていた課題、内部課題について、いろいろ情報提供いただけ
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ればと思うのですが。 

例えばですね、先ほど幾つかいろんなイベントがあるというお話もいただきましたけれども、こ

ういったイベントについて、年間でどのようなプロセスを踏んで企画が立案されていたのかである

とか、予算の組み方であるとか、今までの市の流れについて一度情報をいただきたいと思ったんで

すが、いかがでしょうか。 

○亀岡会長 

  事務局、お願いできますか。 

○事務局・高市係長 

  内部の課題としましては、内部というのは市庁舎内のことで、内部の職員に対してのシティ・プ

ロモーション意識の向上が課題となります。外部課題は、庁舎外、市民であったり市外であった

り、より多くの方に朝霞を知っていただくプロモーションが課題となります。 

○木本委員 

  そうですね、いろいろやられていることは分かったんですけれども。 

○亀岡会長 

  市内と市外の方がいいかもしれませんね。 

○事務局・高市係長 

  プロモーションに対する理解を促進することが課題になっていまして、庁舎内になってしまうん

ですけれども、まず職員が理解をして、先に立ってプロモーションをしていくということが必要で

あるかと思うんですけれども、なかなかその理解がうまく進まないという部分もありましたので、

庁内の研修ですとか、一緒に連携をして事業を進めていくというようなことで現在まで進めてまい

りました。広報アドバイザーでいらっしゃいます、吉田副会長にも研修の講師をお願いし、庁内に

限らず外部の関連団体の職員も一緒に研修を参加していただきました。また、先ほどの説明にあり

ましたけれども、市民の方を対象としたイベントや、これからの朝霞市のまちづくりをどのように

進めていくかということも大事だと考えております。 

朝霞市がプロモーションというものに力を入れているんだというのを分かっていただく一つの戦

略が重要になってくるのかなと思います。というのは、市民の方というのは、なかなか朝霞って特

色がないよねってやっぱり言われてしまう部分がありますので、そうではなくて、自分たちで、朝

霞は良いまちなんだというところを改めて理解していただきたいという思いがあるんですけれど

も、そこが問題意識として根深く根付いているわけですけれども、キャラクターが出ていくだけで

はなくて、市民の方とどのように一緒になって盛り上げていくかということを考えながら展開して

いくことも重要と捉えております。 
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○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

補足。 

○事務局・奥田主幹 

  ちょっと補足します。課題ということなんですけれども、内部に対する課題は、そもそもプロモ

ーションという施策が、余り庁内に浸透してないというのが一つの原因ということを説明させても

らいました。 

  市内に対してはですね、やはり端的なんですけれども、うちの市って個性ないよねって、恐らく

市民の方の多くが思ってらっしゃるんです。それが、課題。つまり、無個性じゃないけども、そう

じゃないんだよというプロモーションがうちができていないというのがもしかしたら問題になって

いるのかな、というふうに今捉えているところです。 

○亀岡会長 

  副会長、お願いします。 

○吉田副会長 

  内部と外部と申し上げたのは、行政内のこと、自治体内のこと、シティ・プロモーションがメイ

ンなターゲットであるかもしれない外部という、よそのお住まいの方というのが、先ほど高市係長

の方からトークセッション、セミナーとかっていうのが出たのは、職員の方の施策立案能力という

のは、実は大事なんです。それを何とか触発するような、インナーブランディングというんです

が、ブランドに関する理解。例えば非常にバランスの良いまちを作るというのは、具体的にはどう

いうことなのか。具体的にはどういう施策とつながってくるのか。緑を保全しながら利便性を維持

していくというのは、具体的な施策というのは、やっぱり職員の力が大きいんですね。一つは、そ

れをやっていくと。 

ただし、そこはまだ端緒が付いたばっかりというところです。２年目ぐらいですね、インナーブ

ランディングを始めたのは。そこには、正直申し上げて、僕も職員の方と触れ合って、セクション

が違えば非常に温度差はあります。ただし、８００人近くいらっしゃるので、彼らがシティブラン

ディングに、あるいはシティ・プロモーションに対する理解を広げることというのは、将来的には

大きな力になるかとは思っています。ただし、もう一つ、どっちかに力を入れて外部への発信力と

いうのが、まだまだ弱いぜというような意識があって、外部というのが、この委員会の大きい課題

になっているのではないのかなという理解です。 

  何を申し上げているかと言うと、掛け声だけじゃ駄目じゃないですか。「むさしのフロント」って

言ったぜっていう。そうすると、どこかで一挙にとは言わないんですが、施策が付いていって、ま
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ちの実態が空間も、そこへ行かないといけない。それを作るために、発信力と施策立案力というの

が両輪で動いていくような形を僕はイメージしています。それは本当は、議会も含めて理解を高め

ていかないと、結局、実態的な予算の問題とか、現実そういう問題があるので、そこに向かってみ

んなで筋力を付けていくというイメージを持っています。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

  おっしゃるとおりで、まちの魅力をですね、どのように伝えることで好きになってもらって、共

感してもらってファンになってもらうというところが、もう簡単に言うとシティ・プロモーション

のベースかなとは思いますよね。 

どうしても、その担い手づくりとかファンづくり、一方でシビックプライドとかパブリックマイ

ンドという、まちづくりの参画意欲ですね、そういったものを高めていかなきゃいけないというこ

とをよく言うんですけれども、実は、市の職員、議会もそうですけれども、そういう人たちが同じ

気持ちで作業に当たらないといけない。それ、スタッフプライドというんですけれども、シビック

プライドとスタッフプライドって同じように動いていかないと達成できないというふうに言われて

いるんですね。 

そこの部分で、まずは庁舎内に対してシティ・プロモーション課が投げ掛けをしてやる気になっ

てもらっているというところの端緒をやっとつかんだという今、時期に来て、このシティ・プロモ

ーション委員会が、更にそこに引力発信していける。つまり、まちの中から魅力があふれ出すよう

な状況を作ることが仮にできたならば、市外の人たちに朝霞の魅力というのは届くんじゃないなか

ということだと思うんですよね。そういった今、準備段階に来ていると。皆さんの今後の参画意

欲、参画の成果によってですね、それが現実になっていくということなんだろうなというふうに、

今、お話を聴いていて思いました。 

  ほか、御質問、御意見、大丈夫でしょうか。 

  では、続いて、こちらはもう異議なしということでよろしいですかね。説明をいただいてよろし

いですかね。 

 

◎４ 議事（４）スケジュール、進め方について 

○亀岡会長 

  では、次の議題に進めてまいりたいと思います。続いて、議事（４）「スケジュール、進め方につ

いて」、事務局から説明をお願いしたいと思います。お願いします。 

○事務局・奥田主幹 



- 18 - 

 

  シティ・プロモーション課の奥田です。ちょっと元気よくやってみようかなと思います。よろし

くお願いします。 

  私の方からは、２点ほど説明させていただきます。まず一つは、この委員会が、そもそも何なの

かという、その概要の説明について。それから、２点目については、スケジュールについて。それ

から、この委員会は最終的には提言書という文書の形でまとめるんですけれども、議論の結果を。

そこに行くまでの体制について御説明させていただきます。 

お配りしました資料２を御覧ください。 

  「シティ・セールス朝霞ブランド検討委員会条例」というのがあります。先ほど、公室長の神田

からも説明ありましたが、この委員会は条例で設置されているものです。２条を御覧ください。ち

ょっと略して読みますけれども、「朝霞ブランドの選定及び事業展開の検討を行い、市長に提言す

る。」、これがここの委員会のミッションになっています。そのための所掌事務として、次の第３条

です。「ブランドの選定に関すること。」、「事業展開に関すること。」、「その他」という三つになって

いますね。つまり、この委員会自体は、シティ・セールス朝霞ブランドの事業になる。シティ・セ

ールス朝霞ブランド、この間お配りした七つのこれです。これに新たに加えたり更新したり、それ

から、事業展開について考える委員会なんですが、今回、立ち上げさせていただいたときに、吉田

副会長の方からそういうことも含めた中でシティ・プロモーション施策を、全体的の方針や在り方

といったものをもう一度検討した方がいいんじゃないかという御提案を頂いたこと。それから、ま

た、我々としてもオリンピック・パラリンピック以降、今後も、シティ・プロモーション施策をど

ういう方向性に持っていくかというのを、課題として認識しておりましたので、今回は、朝霞ブラ

ンドの事業展開を含めてプロモーション施策の方針や在り方を検討するということを、この委員会

の主な趣旨にさせていただけたらなと思っています。そして、その議論を提言書という形でまとめ

ていただきたいと思っています。 

  次にスケジュールです。資料４を御覧ください。横長になっています。一番上がシティ・セール

ス朝霞ブランド検討委員会です。この委員会は、令和２年１０月まで全５回を予定しております。

５回と決めているのではなくて、減ることはないかなと思うんですけれども、議論が少し足らない

場合は、増やすことも考えながらやっていきたいと思っております。 

  次の資料５を御覧ください。５回の全体の会議のデザインについてです。まずは、第１回が本日

です。シティ・プロモーションの提示ということになっています。全体としては、シティ・プロモ

ーションという手段を使って、このまちをどういうふうなまちにしていきたいか。どういうふうな

まちにすべきなのかといったようなことを、まずは、仮説について御議論していただくような形に

なります。そして、その議論した結果を基に我々は庁内と、それから市民の方の集まり、現場に行
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って、議論していただいたことにどういう修正が必要か。又は修正が必要ではないのか。といった

ようなことを検証させていただきます。その検証結果で、私たちが考えたことを次の２回目に提示

していき、骨子を作り素案を作り、提言をまとめていきたいというような全体のデザインの流れを

考えています。目標が方針を引き出していくような、そのような委員会の展開を考えています。 

資料の４に戻っていただきます。先ほど、庁内と市民の方に私たち出て行くと言ったんですけ

ど、そのことが、この資料４の下から２行目です。「新規設置」と書いてありますけども、「シテ

ィ・プロモーション庁内担当者連絡会」というものを設置します。この中で、必要な情報共有や又

は市の別の施策から、別の観点からシティ・プロモーションということを検討していただいて、意

見を頂けたらというふうに考えております。 

そして次です。その下です。「市民プロモーションミーティング」というのがありますけども、こ

こが一番肝になってくるかなと私たちは思っています。ここで議論していただいたことを市民の方

に持っていくと言いましたけども、これのことです。 

今年度については、一番下の「市民プロモｗｓ①」、「市民プロモｗｓ②」と書いてありますけど

も、この「ｗｓ」はワークショップになります。ワークショップを２回開きます。１１月と１２月

になります。ここで、市民の方の視点や御意見、まちに関することなどを、意見を拾いながら御議

論していただいたことを検証していくという作業の場に使いたいというふうに考えております。 

市民プロモーションミーティングは、来年の４月以降のところから「ｗｓメンバー打合せ」、「ｃ

ｐミーティング」とかというふうに記載させていただいているんですけども、私たちとしては、こ

のワークショップを通じて、この先にプロモーションを行う市民ミーティングみたいなものができ

たらいいなというふうに思ってここに書いています。 

ただ、この委員会の議論の行方によっては、当然また別の形が必要なのかもしれませんし、ここ

はあくまでもの案として令和２年度以降は書かせていただいているというようなことでございま

す。 

私からの説明は、以上です。よろしくお願いいたします。 

○亀岡会長 

  はい、ありがとうございます。 

  今、説明いただいた内容に、ちょっとビジュアル化と言いますか、私の方が研究定義に合わせて

図解を用意しておりますので、そちらを皆さんにお配りして、ちょっと補足をしていきたいと思い

ますが、資料大丈夫でしょうか。 

  ちょっと消します。手元の資料、大丈夫ですか、見えますか。 

  よろしいですか、皆さん資料の方はお手元に届きましたでしょうか。 
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  今、事務局の奥田主幹の方から説明がありましたが、まずシティ・プロモーション、ブランドの

日程もそうなんですけども、シティ・プロモーション全体を考えた場合に、ちょっと大きく捉える

べきかなというところで、朝霞の未来、１０年先の未来、５年先の戦略的な朝霞市、どうなってい

るか。今、何をすべきかと。そういったところを、ちょっと長期のスパンで考えていく必要がある

というふうに思っています。 

  この考え方というのは、私もいろいろな自治体とシティ・プロモーションに取り組んで来た中

で、やっているメソッドの一つではあるんですけれども、なかなかシティ・プロモーションが、う

まくいかない理由というのが一つはっきりしていまして。地域の理想の未来というのは、住民の話

を傾聴してですね、総合計画をしっかり理解して、政策も理解して。方向性は分かるんですけど

も、この真ん中の、プロモーション戦略というコミュニケーション戦略と言いますか、朝霞市がこ

ういうふうになったらいいなという未来づくりのストーリーがないために、理想からいきなりメデ

ィアを選んでしまうんですね。 

例えば、楽しいことをやったらＳＮＳで発信すればいい。「いいね」も増えた。だけど、誰に何を

どういうふうに伝わったかというのが全く分からない中で、点で終わってしまうということ。予算

を掛けたイベントが点で終わってしまうというのは、非常にもったいないわけですよね。それを線

でつなげていく必要がある。それは、すなわち真ん中のしっかりした戦略をこの委員会で作ってい

くことが、しっかりとした戦術につながって、しっかりとした、内外に朝霞のシティ・プロモーシ

ョンというのが届くのではないかと。そういうふうに考えております。なので、非常に何らかの戦

略というのが重要になってくるのかなというふうに考えます。 

  本日はですね、第１回目の会議でございますので、このピラミッド型の１番上、理想の未来です

ね。朝霞の理想の未来をこの委員会の方で仮説の定義をしていきます。あくまで仮説なので、奥田

主幹がおっしゃったように、今度市民の方とか、朝霞市の幅広いステークホルダーの方々からリア

ルな意見を頂いて、我々の仮説が正しいのか、若しくは間違っているのか、再構築しなきゃいけな

いポイントがあるのかとか、そういうリアルな会話をしていくことによって今回の理想の未来とい

うのを描いていけないかなというふうに考えております。 

  まず、施策の目標の部分でございますが、まずは、やっぱり今、市の総合計画のポイントとして、

「暮らしつづけたいまち」というテーマがございますよね。そのテーマというのが、言語できてい

るかどうかですね。それが誰に届いているのか。どう市民に理解をしていただいているかというと

ころをしっかり考えなきゃいけないというところですね。 

  そのためには、地域社会の洞察ということで、朝霞市民が感じている、市民の皆さんが感じてい

る可能性、若しくはニーズ、もっともっと潜在的なニーズみたいなものを、しっかり我々が洞察を
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していかなきゃいけないというふうに感じています。 

  あと、暗黙知の共有、データもそうですけど、我々がいろんな立場で指揮をとっていく。そうい

ったものを今後委員会の中で、強みも弱みも含めて、共有して、朝霞市の未来の共通善、社会の共

通善みたいなものを作り上げて、理念を確立するということが非常に大事なことというところです

ね。 

  あと、確実に起こる未来というのをしっかり捉えておかなきゃいけないですね。理想的な事ばか

り言っていても、現実起こってしまうネガティブなこともあるかもしれませんし、非常にポジティ

ブな可能性、光の部分もあるでしょう。そういったものをしっかり捉えていくことが大事かなと言

うところですね。 

  最終的に、デザイン思考という言葉、ちょっと難しい言葉を使いますけども、デザイン思考とは

何かというと、デザイナーの思考ではなくて、問題解決のプロセスをデザインすること。皆さんで

想像することです。その考え方でどのようなまちにしたいのかということを、言語化していく。そ

れが理想の未来の仮説になるのかなというふうに思っています。 

  こんなスケジュールになっているんですけども、まず１番目、今日は地域の理想の未来を描いて

いきます。第２回目以降は、戦略を作って行きながら、最終的に戦術を。それがシティ・プロモー

ションの提言につながっていくと。そういったことで進めていきたいなと思っています。 

  この考え方なんですけども、まず理想の未来を描いて、ちょっと図が難しいかもしれませんが、

バックキャスティングという考え方を取り入れていきたいなというふうに思っています。 

  地方創生って、地方創生を目的としたシティ・プロモーションだというふうに私は大きく理解を

していたんですけども、地方創生というのは、やっぱり地方というのは自治体だと思うんですね。

創生というのは、辞書で調べると「新しく作り上げる」とかですね、「新機軸」とかですね、そうい

った言葉が出てくるんですけど、新しく作り上げるというのは、やっぱり自治体の中でですね、能

動的にエモーションを生み出すような活動なんじゃないかなと僕は理解していて、その考え方でい

うと、図の１番下、フォーキャスティング。これは一般的な日本の企業、自治体全てがフォーキャ

スティングです。課題を解決しながら１個１個積み上げていく。それは、別に悪いわけじゃないで

すね。ものすごく素晴らしいビジネスモデルだったり、特許技術を持った企業というのは、イノベ

ーションを生む必要ないんですよ。課題解決していけばビジネスモデルはどんどん膨らむと。利益

を追求していける仕組みになっているので、フォーキャスティングは、ＭＢＡの考え方としては正

しい考え方でありますが、ただ、地方創生は、待ったなし。喫緊の課題を解決していかなきゃいけ

ないと考えるのならば、やはりイノベーションを自治体の中で生み出していかなきゃいけない。そ

の場合は、理想の未来を描いて、戦略を作って戦術をする。１０年後の未来、５年後のこの市場。
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それを作り上げるためには、今私たちは何をすべきかということを戦術レベルで考えていかなきゃ

いけない。それが、シティ・プロモーションの基本的な考え方ではないかというふうに思います。 

  それで、まず理想を描いた後、今度バックキャスティングの考え方で、ステップを進めていくこ

とによって市民の皆さんやいろいろなステークホルダーの方々と朝霞のシティ・プロモーションを

語っていければいいかなというふうに思っています。 

  簡単に考えるとこういう感じですね。１０年後の朝霞市は、未来というわけですね。５年後の朝

霞市は、社会を見るわけですね。最後、私たちは今、何をするかということをしっかりと考えてい

くということが非常に重要になってくるわけです。 

  簡単ではありますが、解説補足とさせていただきます。事務局の皆さん及び私の今の御説明に対

してですね、何か質問、御意見あればお伺いしますが、いかがでしょうか。 

○事務局・奥田主幹 

  一つ、補足説明させていただいていいですか。すみません。 

  今日の会議なんですけども、今日の会議のそもそもの趣旨ですね。この後、次の資料６にある、

４の１、２、３、４とあって、４の目標というところがある。ここについての御議論をしていただ

くことがメインテーマです。 

  以上です。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

  ４の目標が、理想の未来というか、どのような朝霞にしたい、そういう仮説になってきます。 

  門野委員が到着されました。お疲れ様です。 

  ちょっと唐突というか突然ですが、自己紹介の方をお願いしてよろしいでしょうか。 

○門野委員 

  門野です。すみません、今日は遅刻しまして失礼いたしました。 

  私は、本業では広告、マーケティングをやっております。近くなんですが、近くの会社で地元の

会社でやっております。私自身も朝霞に住んでいまして、今４歳の子供がおりまして、どちらかと

いうと今、今後朝霞の未来を考えていくときに、一番ボリュームゾーンになってくる子育て世代で

はないかというふうに思っておりますので、そういった意味で朝霞に住むママとして意見が言える

ことがあればと思って参加させていただいております。よろしくお願いします。 

○亀岡会長 

  よろしくお願いします。 

  市民としてと、あと広告、マーケティング。そちらのプロフェッショナルとしてと両面から、是
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非この委員会に利益を与えていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

  改めまして、ただいまの説明に対して何か質問、御意見ありましたらお伺いしたいと思います

が、いかがでしょうか。 

  吉田副会長、お願いします。 

○吉田副会長 

  事務局側への質問ですけども、ちょっと遡って、さっき四つの委員会というか会議体が。資料４

のシティ・プロモーション推進スキーム（予定）で、上から今のこの会議も含めて四つの会議体が

あると思います。ここは、通しでシティ・プロモーション課が事務局を担当して情報をつないで行

っていただくという理解でいいですか。 

それは、とても大切な事かなと思ったんですけど。結構バラバラになって、最後つながらないと

いうことがないようシティ・プロモーション課が体を張ってちゃんとつなぐという理解でいいです

か。 

○事務局・奥田主幹 

  はい。 

○吉田副会長 

よろしくお願いします。 

○亀岡会長 

できれば、次の委員会前にそれぞれの会がどのような進捗を行っているかというのを報告して、

いただいた上で進めた方がいいかと。 

○事務局・奥田主幹 

そうですね。 

○吉田副会長 

総合力が一つにならないと、というのがありますので。 

○亀岡会長 

そのほか、いかがでしょうか。 

木本委員、お願いします。 

○木本委員 

すみません、私も朝霞市に住んでいながら、余り市の組織について理解が乏しいんですけれど

も、具体的に庁内の推進会議の参加課ですか。名称を教えていただけると有り難いんですが、お願

いできますでしょうか。 

○亀岡会長 



- 24 - 

 

では、事務局の方から御説明をお願いします。 

○事務局・高市係長 

事務局の高市です。 

資料４の、シティ・プロモーション庁内推進会議、上から２番目の推進会議ですけれども、そち

らは、朝霞市シティ・プロモーション庁内推進会議というのが平成２８年５月から立ち上がってお

りまして、そちらの方がこの委員会から受けた提言等について検討する会議となっております。そ

れが、委員長を市長といたしまして、副委員長を市長公室長、各委員については部長級の職員で

す。資料４のシティ・プロモーション庁内担当者連絡会につきましては、審議会の下部組織としま

して、新しく関連部署の方と庁内推進会議から下りてきた事案の検討や情報交換する予定があるん

ですけれども、その庁内推進会議に幹事会というものがございまして、課長級が委員になっていま

す。例えばですね、幹事会の方では、市長公室長、政策企画課長、シティ・プロモーション課長と

いうような庁内の各部署の連携で会議体を形成しています。 

○亀岡会長 

  ちなみに、この市民プロモーションミーティングのワークショップなどは、この委員会委員でも

参加、傍聴という形になるかもしれませんが、参加可能なんでしょうか。 

○事務局・高市係長 

  参加者として、通常の参加者ということで一緒に御参加いただくことももちろん可能です。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

○木本委員 

  それは、傍聴した方が、この委員会に対してフィードバックできることとかあったりするんです

か。 

○事務局・高市係長 

  もちろん、事務局の方でそういった実施の経過については、会議の中でも御報告を差し上げるん

ですけれども、委員の皆様が御参加いただくことで、直に市民の思いなどを肌で感じていただける

かと思いますので、是非、事務局としては御参加いただけたらうれしく思います。 

○亀岡会長 

  木本委員、今ので全体像というか、全てが理解できるかどうかはあれですけれども。組織の在り

方というのは理解できましたか、大丈夫ですか。 

○木本委員 

  はい。難しいところもありますが。 
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○吉田副会長 

  ５階建てではありますので。つなぎがとっても大切ですよね。恐らくこの中の座組は、上から下

まで全員でやろう、チームに参加してもらってやろうという座組でしょ。そういうことじゃないん

ですか。 

○亀岡会長 

  先ほどのスタッフプライドとシビックプライドというのを同期的にというのが、この縦の流れだ

と思うんですけれども、市民の方々も当然含まれているし、庁内の方々にもシティ・プロモーショ

ンをしっかり推進していくという形が、今後の流れになるんですけれども。そういうふうに捉えて

いただくと、先ほどからの事務局の説明がこのスケジュールにうまく組み立てられているというふ

うに見ていただけるかと。 

○吉田副会長 

  期待しましょう。上から下ですね。 

○亀岡会長 

  ただ、ここの連携というかね、進捗確認というのは、非常に重要なポイントになっていくと思い

ますので、そこはしっかり委員会の方でチェックといいますかね、ちゃんと把握をしていくことが

重要かなと思います。 

○事務局・神田市長公室長 

  会長、いいですか。 

今、全体の検討スキームの中での御質疑をいただいている中で、この４段の段を詰めていくとい

う、こちらの説明が十分じゃないというか、誤解があるかもしれません。 

この垂直方向のですね、全て階層がつながっているという、絵的には上から下のキャッチボール

を矢印にしていますので、上から下へというもしくはその逆の関係なっていますけれども、体系図

をもう一度平面に置き直すとですね、決して、上から下、下から上の関係ではないので、ある意味

シティ・プロモーション庁内推進会議と担当者会議というのは、行政側もここに入りますので、そ

れと、市民と皆さんの検討会、対立までいきませんけれども、それぞれ置かれている場所も違いま

すので、この辺の関係性はですね、ちょっと今、主幹が補足しますけれども、こちらちょっと理解

しないと、対立じゃないんですよ、関係性としては、行政とこの市長から諮問を受けた皆さんの立

場と、あと市民の関係ということになります。 

○事務局・奥田主幹 

  検討委員会を中心にして、ここから出た議論、又は結論をきちんと庁内でも議論を行い、検討委

員会に持ってきますよと。同じことを市民の方にもやりますということなんです。 
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ただ、この表だと、時間軸を分かっていただきたいためにこういう書き方にしちゃったんです。

なんですけれど、我々の持っているイメージということです。 

○亀岡会長 

  どちらかというと、上から下というと何か指示を出しているようなイメージを受け止めてしまう

かもしれませんけれども、というよりも、市民と行政、シティ・プロモーションという文脈で回し

ていくエンジンというか、そういう役割がこの委員会の役割かなというふうには思いますので、そ

の辺の理解をいただくといいかなと思います。 

  ほか、何か御意見、御質問いかがでしょうか。 

  大丈夫でしょうか。 

 

◎４ 議事（５）シティ・プロモーションの方針について 

○亀岡会長 

  それでは、続いてですね、議事（５）「シティ・プロモーションの方針について」、事務局から説

明の方をお願いいたします。 

○事務局・高市係長 

  事務局の高市です。 

  議事（５）「シティ・プロモーションの方針について」ということで、方針が本日の議論の中心に

なるのかなというように考えております。 

  資料６を御用意ください。こちらが、「シティ・プロモーションの方針の骨子案」ということでお

渡しをしていますけれども、事務局として方針の骨子について、このような組立てをしてはいかが

でしょうかということで策定した案でございます。 

  １に方針を策定する趣旨を書きまして、２に既存のデータをまとめた現状を、３に抽出しました

課題を、４にこの方針の目標を、５にプロモーションのターゲットとなる対象を、そして、その下

６に目標を実現するための戦略と、７に更に具体化した戦術とその成果を測るような指標を書きま

して、最後に推進体制を示すというような構成を示しております。 

  続いて、資料７なんですけれども、こちらは資料６も一緒に御覧いただきたいんですけれども、

資料６の１と２をまとめた資料が７になっています。 

  資料７の趣旨、現状ですけれども、２の現状については、１ページから４ページまでは、「朝霞市

の人口動態」として、自然増、社会増を維持して人口は増加しているけれども、その増加幅が年々

減少していること、なおかつ少子高齢化が進んでいることを記しております。 

続いて、５ページから１０ページまでですけれども、こちらは、「転入・転出に関する意識」とし
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まして、転入については、単身世帯、夫婦２人世帯が就職や転勤を機に、居住先として朝霞市や和

光市など近隣の候補地から、朝霞市の交通利便性、住宅価格や住環境の点を決め手になって朝霞市

を選択していることが伺えるものとなっています。 

転出については、同じく単身世帯や夫婦二人世帯、それに加えて子供を含めた三人世帯について

も就職、転勤を機に通勤、通学時間の短縮のために転出してしまっていることが伺えるような資料

となっています。ですが、将来機会があれば朝霞に戻りたいと考える世帯が７割に上っていること

が一つの特徴として伺えるものになっています。 

続いて１１ページから１４ページまでですけれども、「定住に関する意識」として、転入・転出時

の調査と同様にですね、就職や結婚を機に交通利便性や住環境を理由として本市に居住しているこ

とが伺えるのですが、将来の住み替えについて聴いておりまして、住み替えの希望はない、市内で

住み替えたい、そういう方が併せて７割を超えていて、住み替えを希望していたとしても、愛着と

の関係で見ますと、愛着があるほど市外ではなく市内での住み替えを希望していることが伺えるも

のとなっています。 

また、地域とのつながりについての、皆さん、何かしらのつながりを持っているんですけども、

８割以上の人がまちづくりに取り組みたいと考えていることが伺える内容となっています。 

続いて１５ページからは、「愛着、誇りに関する意識」としまして、愛着を感じている割合は８割

を超えていますが、誇りを感じている割合は約５割程度になっておりまして、その理由としては、

住環境や交通利便性、自然環境に次いで彩夏祭の鳴子や花火が誇りを感じられるということで挙げ

られています。 

以上が、既存のアンケート等のまとめですが、この現状を踏まえて抽出した課題を３の課題とし

て記載しております。それを具体的に記したものが資料８。 

資料８の内容としましては、人口の構成比をバランスよく保ち続けることが課題である、また愛

着を醸成することで市内に定住していただける可能性が高いということ、愛着の醸成には地域との

つながりですとか、市民まつりの彩夏祭などを通じた地域の一体感が必要不可欠であることなどを

挙げております。 

本日、本委員会で検討いただきたいこととしましては、資料６に戻りますと、「２ 現状」、「３ 

課題」を踏まえた「４ 目標」と「５ 対象」について、皆さんにお伺いしたいと考えておりま

す。 

「４ 目標」については、今空欄となっていますが、例えば市民の皆さんへのアンケートですと

か、職員が対話をしてきた中で感じた経験などで、例としてお示しするとするならば、例えば市外

からの転入者を増やして、既に朝霞に暮らす人の定住を促すというようなための「暮らしが快適で
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あると同時に、愛着を育み、誇りが持てるようなまち」ですとか、あとは、都心部への交通利便性

の良さを生かしながら、武蔵野の自然環境の保全に努めるような「心地よく暮らせるまち」と、ま

た、日々の暮らしの中での楽しみやつながりを大切にする「雰囲気の良いまち」というようなもの

が、一例として挙げられるのかなと思います。 

「５ 対象」については、例えば「子育てしている女性」というのがターゲットになるのか、そ

れとも対象としてピンポイントで設定するのではなく、それぞれが対象となることで設定するの

か、そういったことももちろん考えております。また、課題についても、資料でお示しております

けれども、委員の皆様が捉えた課題というものがございましたら、その点を追加していただければ

と思います。 

本日、御検討いただく目標等については、あくまで仮ということで設定をさせていただいて、先

ほど奥田の方からもありましたが、今後市民のワークショップ等において御意見を頂きながら、仮

で立てた仮説を検証していきたいと考えております。 

事務局からは、以上です。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

  事前にお配りいただいていたデータ、そこに今御説明のあったお話も含めてですね、課題もあり

ながらも機会もあるんですよね。プロモーションって課題を解決しながらもですね、その朝霞の機

会をちゃんと見付けて、それを磨いて育てていって、「機会慎重論」というのがプロモーションとし

ての成果の上がりやすい方向性ではありますので、そういったところを見付けていく、この先は議

論になって、それが目標。 

  対象は、ペルソナを決めた方がプロモーションは分かりやすいので、絶対に決めないといけない

というわけじゃないですけれども、何でしょうね、人口のバランスというのを考えた場合は、少子

高齢化が進んでいるんだと分かる新しいファンを取り込まないといけないので、やっぱり対象別に

なってくるのかなということも感じますので、そういったところの狙いを踏まえてですね、議論を

進めていければいいかなと思いますが。 

まず、私の方でちょっと気になったところで、人口減少に関しては、今、朝霞は緩やかに伸びて

いる段階ですよね。私、秋田県の方のシティ・プロモーションの支援もしているんですけれども、

羨ましい限りという意見が聴こえてきそうですけれども。彼らは、出生率があと数十年でゼロにな

って消滅の危機にあるので非常に羨ましいと。ただし、中長期的に見れば少子高齢化は進んでいる

し、やはりバランス良く新しい世代、ジェネレーションを迎え入れないといけないという、朝霞の

課題なのかなというところですけれども。 
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新しいファンを、市民を得てバランスを保つということであると、やはりマーケティング的にい

うと「セグメント」、いわゆる市内なのか市外なのか先ほど議論がありましたけれども、自然増なの

か社会増なのか。どちらを狙っていくのかというところ。大きなセグメントですね。あと、ターゲ

ッティングは、やはり誰なのか。若年層なのか、どの辺の人、子育て世代なのかと。そういったタ

ーゲットは示した方が分かりやすいということですね。 

あとポジションに関しては、交通の利便性出ましたよね。あと、自然環境、暮らしやすさとか、

そういったイメージっぽいのが出ていますけれども。そういった付加価値というものが…に取れる

かですね。いわゆる、利便性、自然環境、よく考えたら周辺の市も同じような環境かもしれませ

ん。朝霞らしさというポジショニングが取れないと、マーケティング的には成立はしないと。いわ

ゆるプロモーション移行できないんです。マーケティングがあって、プロモーションミックスとい

う流れなので、もうそこの話、ちょっと難しい話に今なっているかもしれませんけれども、結構重

要な部分の話でありますので、そういったところが理解されていくと、理想の未来というのは描き

やすいんじゃないかなというふうに思います。 

そこで、転入、転出に関してデータを見る限り、総合計では余り変わってないんですよね。た

だ、分析していくと、転出の中で、子供が就学する前の人たちが転出傾向にあるというところがデ

ータとして捉えられていますけど、逆に僕が事務局の方に聴きたいんですけれども、ここのインサ

イトというのは、定数データで何かアンケートを取ったとか、細かく分析されていますか。なけれ

ばないでいいと思うんですけれども。 

○事務局・高市係長 

  ありません。 

○亀岡会長 

  ないですか。 

  ここの部分というのは、少数かもしれないんですけれども、インサイトがあった方が解決策に対

して直接的な議論が多分できると思うんですね。そこが、利便性が良くて転入してきているのに、

利便性が悪くて転出するという、一見データで見ると矛盾しているようなこのデータがあるじゃな

いですか。で、転出先が仮に東京都内だったら意味は分かるんですけれども、例えば周辺の市に引

っ越し代を出してまで移転しているというのは、どこにポイントがあるのかなと、その辺がやはり

分析されていないと、ちょっとここの議論が進みにくいかなというふうには、頂いたデータを分析

してみて思いました。その辺りを。 

○事務局・神田市長公室長 

  今、会長がおっしゃっていただいたところでは、まち・ひと・しごと創生戦略を作る段階で、幾
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つかそうなんですけれども、転出入の基礎的なデータというのが解析されたものがなかったんです

ね、当時。それで、ここにあるような、サンプル数が少なかったんですけれども、窓口で聴き取り

アンケートをした形で分析をかけました。そこで、転出先がどこなのかというのが分かったり、そ

ういったものがまち・ひと・しごと創生戦略資料に幾つか含まれておりますので、それは、別途提

供したいと思ったのですが、今、最後おっしゃっていただいた転出先はどこなのか、都内なのか、

近所なのか、さらにその先なのかということは、ときに朝霞市の転出するのは、都内から所帯を持

って引っ越してきて、さらに川越の以北に行くんだなというのを、私たち読み取ったところなんで

すね。そういったことも含めて、今後データを拾っていく課題がございます。その後、それを分析

するよう資料をですね、取る機会がないのですが、そういったことが課題でございます。 

○亀岡会長 

  そうすると、市民ミーティングなどで、そういったデータを拾っていけるかもしれませんので、

そこはちょっとポイントなのかなと思ったんですね。先ほど高市係長がおっしゃった、愛着があっ

ていつか戻って来る可能性、そういう生産的な可能性があるということをおっしゃいましたけれど

も、じゃあ、戻るための課題解決は何なのかと。それが、交通の利便性であるならばもう戻らない

ですよね。そこが、これから我々シティ・プロモーションの、磨きながらですね、目的と手段、明

確にしていく中で非常にポイントになってくるというところで質問をさせていただいたということ

でございます。 

  副会長、お願いします。 

○吉田副会長 

  今のデータのところで、データ読み全体に関してなんですが、例えば仮説としてある程度の年齢

になったらより広い所を求めてあっちへ行くと。子供が就学年齢になったら、より利便性と高学歴

と、子供に高い学歴を与えたいので向こうに行くと。みたいな仮説を立てておいて、それを市民参

加のワークショップ等で定性的に質問項目とかに下ろしていっていただいて検証していくというの

が、多分流れだと思うんです。 

だから、データ読みの仕方がすごく大事で、ここにあるデータって、いわゆるデータを取りまし

たという段階です。そこから何を導き出して先々いろんな会議体にぶつけていくかというのが大事

かなとは思っています。その一個一個、小さいところだといろいろあるんです。シビックプライド

も全然足りてないんじゃないのみたいなのとか、誇りと愛着はどういう関係にあるのみたいなこと

って、本当に彩夏祭を誇りに思っているという状態で、その状態で本当にいいのか。まちを誇るっ

ていうのは、そこの三日間でいいのか。まあ、準備期間とかもあるんですけれども、それが、本当

にコミュニティを代表しているのかっていうことを多分検討していかなくちゃならなくて。さっき
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亀岡会長がおっしゃったのは、変わらないことってあるじゃないですか、利便性についても、もう

一本電車が来る可能性はほとんどなかったりするので、利便性で入って来た人が利便性で出て行く

としたら、利便性と自然のバランス以上のものを、今後、施策とかコミュニティとかで作っていか

ないと戻っては来ないよという意味かなと思います。 

○事務局・神田市長公室長 

  要は、取ったデータの方を掘り下げるたびに反応を得ることが、今言った仮説に対する意見の結

果が、それを継承され補われるということで、本来やるべき作業と認識しております。我々行政

は、情報や数値的な傾向を取るだけが非常に作業として多くて、そこまでで止まっているところが

現状です。 

もう一つは、今回、まち・ひと・しごとのところでやりましたけれども、直接ヒアリングすると

いうようなことがなかなかできていない。そういった意味で、今回の作業の中では、仮説に対する

反応を、反響を得る。それによって、判断が合っているかどうか考察するという作業は、是非とも

やってみたいので、会長がおっしゃったようなやるべき方向性というのは、御意見として非常に頂

きたいと思います。 

○亀岡会長 

  そうですね、あくまでも定量と定性を丁寧に分析しながら、本当のその住民の人、若しくは住民

になる未来の人たちの心がどう動くかというところを狙っていきたいなというところがあるかと思

います。 

  木本委員、お願いします。 

○木本委員 

  そうですね、定量と定性の話をして、次回ワークショップの仮説を立てて、それを検証する場が

ワークショップであるという理解をしたんですけれども。そのために、まず今、私も初めてこのデ

ータを見させていただいて、いろんなデータ分析をする際に、まずは大多数がどこなのか。大勢が

どこなのかをわーっと拾って見てみるんですけれども、朝霞市のグラフって、何しろ均等ではない

ことがすごく特徴で、非常にこれはメリットではないかというふうに感じました。大多数がいると

いうことは、それぞれの場面、場面に対して、大多数の方の、ますますターゲットが見えやすい状

態には今あると思うので、例えば見方として一つ転入の大多数はどうなのか。転出の大多数はどう

なのか。更に一番すごいなと思ったのが、住み替えの意識に対しての大多数、ほぼ７割の方が住み

替えたくない、そもそもいたいとおっしゃっていただいているんだというふうに、読めましたけれ

ども、その辺り、このデータをどういう風に、今後一つ一つについて意見を拾っていくかが重要か

なと。 
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○亀岡会長 

  今、愛着のところだ思うんですけれども、愛着度というのは、非常にまちづくりにとって重要な

ことなんですけれども、一方で愛着が高まれば高まるほどずっといますから、高齢化が進んでいく

んですね。というポイントも考えながらやらないと、というところがあります。そこも大事にしな

がら、新しい未来のターゲットというところで、特に今、木本委員がおっしゃったように、愛着っ

て言葉で何となくイメージしますけれども、愛着を感じている物や事、その暮らし方って一体何だ

ろうというのが言語化できていないんですよ。そこをしっかり朝霞での暮らしやすさ、暮らしの心

地よさっていうのが言語化されてくると、利便性だったりとか自然、若しくは自分たちで創造す

る、作り上げていくような独自の彩夏祭のようなイベント。そういったものをもっと超えた暮らし

っていうものがビジュアル化してくるので、そこが見えてきたときに他の地域と比べて、朝霞の独

自性というのが出てきて、それが愛着、誇り、若しくは外部から見たときに、あそこに住んでみた

いなって思えるような状況になってくるのかなというところだと思いますので、その今、見えてい

ない、本当に言語化されていないものというのを追い掛けていくことが重要なんだなというふうに

思います。 

そのために、まず今ここでは分からないので、仮説を立てていって、ステークホルダーにぶつけ

ていって、違うよ、こういうことを感じているよというのを全部吸い上げて、どんどんその形を明

確にしていくというプロセスになるかと思います。今、ここで完璧なものを作ろうとしてしまうと

言葉だけが先走ってしまうので、あくまでイメージでいいかもしれません。 

○吉田副会長 

  どうしましょうか。データ読みからやると、バックキャスティングとは違う方向、演繹的な方向

になるんですよ。ただし、データ読みは大事じゃないですか。データの深読みというのは大事で、

バックキャスティングってむしろビックピクチャーを立ち上げて、朝霞の未来、こんなのいいんじ

ゃねという、乱暴に言うと。そこに向かうためにはというのと、データから積み上げていくという

のは、実はちょっと相関するベクトルを持っているんです。どっちも大事だと思うんですが、どう

いう方法で。 

○亀岡会長 

  バックキャスティングには変わりはないんですけれども、いったん理解を進めた上で理想を掲げ

るというところでいきたいなと思っておりますので、データ読みを深めれば深めるほど、頭がこん

がらがってくるというか、数字ばかりの世界になってしまうので、ポイントとしてチェックしない

といけないところ、理解を深めないといけないところだけは話しながら、理想につなげていきたい

なというふうに思っております。 
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  あと、愛着の話が出ましたので、ちょっと愛着の話を見てみたいんですけれども、やっぱり利便

性とか自然というのはありますけれども、その誇り、愛着と誇りってまたちょっと違うと思うんで

すね。誇りを感じている部分というのは、やっぱり市民祭りである彩夏祭。これは、自分たちが作

り上げた独自のものというふうに捉えていることで誇りを感じているのかというところは、どうで

すかね、実際にお住まいになっていらっしゃる市民の目線で、そこはどう感じてらっしゃいます

か。 

○内田委員 

  自分が感じている部分があるんですけれども、愛着はあるんですけれども、誇りを強く感じたこ

とは余りないので、その部分、誇りを感じているという人が、どのようなことで回答したのかとい

うのがもし分かれば。 

○亀岡会長 

  そうですよね。それが、独自性であれば彩夏祭のような独自性のあるイベントだったりとか、自

分たちで主体的になって作り上げるのが増えてくると盛り上がってくるという文脈も読み取れるん

ですけれども、実際にその誇りを感じている方、本当の心の中っていうのは一体どうなのかという

のが分かれば、ちょっと進めやすいと思うんです。 

○木本委員 

  今のお話でいくと、私もどちらかというと愛着は深く感じているんですけれども、あまり誇りっ

て言われたことを、問われたこともなければ余り感じたこともないという、ちょっと実感としては

あるんですけれども、もう一つは、じゃあ、実際に住むまちに誇りを感じるからいるのかどうなの

かというところも結構大事だなと思っていて、誇りを感じていなくても愛着が深ければずっとい続

ける気がしていて、果たして誇りというものを、例えば違うまちの人が、どれだけ誇りをまちに持

っているかというところも、ちょっと大切なポイントなのかなっていうふうに。 

○吉田副会長 

  僕も、そこは同意見です。近代的な都市住民は、例えば武蔵小杉に住みたいと思っていて、で

も、みんなで景観優先して堤防づくりに反対した結果、水が浸水してきちゃう。シビックプライド

というのは、やっぱりヨーロッパ的な概念なので、そこから入ってきたもので、もっと日常の人に

伝えられない、本質的には良いことだと思っています。ただし、愛着っていうのは、毎日通った道

だとか風景だとか町並みとかで、自然に体に入ってくるものだと思うので、それが積み重なってそ

の充実度とかっていうものが最終的には深いところで誇りになればいいんじゃないかという、すご

く控えめな感触を持っています。 

  マーケティング用語でシビックプライドって多用されているので、プライドというのが出てくる



- 34 - 

 

のですが、それには相当時間がかかるし、本当にシビックプライドというものを求めているんだっ

たらもっと歴史を深堀りするとか。そういう作業が必要なのかなと。原動力にはなるんですけれど

も。 

  今、誇りに関していうと、データで言うと３３パーセント超が感じてないんです。それは、割と

内田委員もおっしゃったように、自然なことなんじゃないのかなと。まちで暮らしているのにブイ

ブイ言って、人と違うのよ私はっていうよりも、具体的には実を取っていくというところを狙っ

て、僕は愛着度を増やすという仮説を立てたいなとは思っています。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

○吉田副会長 

  マーケティング的には駄目なんですけどね、シビックプライドと言わないと駄目なんですけれ

ど。まあ。 

○亀岡会長 

  確かにシビックプライドという言葉を言っておけばいい感は、ややこの業界、実際、プロモーシ

ョンでは多用されがちなんですけれども、じゃあ、言葉を変えてみると、これもちょっと横文字で

恐縮なんですけれども、ライフタイムバリューってあるじゃないですか。顧客生涯価値という言い

方なんですけれども、例えば僕は一番搾りしか飲まないみたいなおじさんがいたりとかですね。ど

こどこのブランドが大好きとかですね。それは、本当にビジュアル的にセンスで選んでいる場合も

あれば、企業価値にほれ込んでその商品を選んでいる場合もあるし、そういった人って浮気をしな

いんですよね。ずっとそのビールを飲み続けるし、そのブランドの洋服を買ったりとか、友達にプ

レゼントするのもそのブランドのものをあげたいというふうに。それは、吉田副会長のブランドの

話に近いかもしれませんけれども、そういったファンを作っていく。いわゆる居酒屋でいうと常連

さんみたいな人ですね。常連って何も言わないでも毎日、毎日じゃないな、よく来てくれるし、友

達にあの店いいよとか、あの商品いいよって紹介してくれる。どんどん推奨が広がっていってファ

ンが広がっていくというような状態というのが、このまちづくり、シティ・プロモーションにも実

は大事で、シビックプライドとかスタッフプライドという言葉を使うよりも愛着ということを朝霞

は狙っていくのであれば、その生涯価値。どこで朝霞を好きになったかって人それぞれですよね。

キャラクターがかわいいって、ぽぽたんかわいいっていって好きになるお子さんもいるかもしれま

せんし、ずっとこのまちで育ってきた、それはひょっとしたら誇りみたいなものかもしれません。

けれど、それが自分の生き方というところで、自分の生き方そのものを好きかもしれないし、人そ

れぞれ、お菓子やそういったものを好きになるのとひょっとしたらプロセスが近いのかもしれませ
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んけれども、そういった生涯価値を、生涯に対して価値を与えるような何かというものをひょっと

したら作ることができればですね、シティ・プロモーション、うまく推進していくかもしれないと

いうような、ちょっと今話を聴いていて思いましたね。 

○事務局・奥田主幹 

  市政モニターのアンケート、こんなこと言っている女性の方がいます。４０代女性です。 

  「誇りというと語弊があるかもしれませんが、どこら辺にお住まいですかと聴かれたときに、ひ

ねた気持ちを感じず『朝霞です。』と答えますので、誇りにつながっているのではないかという。利

便性も良いし、住んでいる人たちの感じも良い。」という。以上です。 

○吉田副会長 

  例えばプライドとしてね、歴史的に鎌倉なのかとか、深い江戸との関係がある歴史のあるまち

は、それはプライドにはなるでしょう。だけど、それは普通のまち、大都市に近接した普通のまち

というのは、大都市を支えるためのものを運んだり、食料を運んだりとか、そういう役割を果たし

てきたわけです。あるいは、宿場町みたいな役割を果たしてきたので、そういう歴史的な流れの中

から考えても、もっと日常的な、さっき亀岡会長が言った生涯価値という記憶価値みたいなことも

ちゃんと作っていくのが、大人の仕事なんじゃないかなとか、みたいなふうに思っています。 

○亀岡会長 

  木本委員、お願いします。 

○木本委員 

  亀岡会長の話を伺っていて、副会長のお話も伺って思ったんですけれども、やはり、ステークホ

ルダーはたくさんいるなと。誰を対象に何を考えればいいのかが今ちょっと分からなくなっていま

す。そこを設定するのは、どういうプロセスがありますか。 

○吉田副会長 

  難しいですよね。 

○亀岡会長 

  今、総論、各論で言うと総論になってしまっているので、ステークホルダーも多数なんですよ

ね。本来なら政策、朝霞市の政策があって、目標を絞り込んで、その目標をあくまでシティ・プロ

モーションの手段ですから、その手段を使ってどう告知、広げていくかというところになってくる

ので、理想の未来という部分が、目標を絞り込む作業になりますね。その目標を絞り込んだとする

ならば、ステークホルダーはある程度、限定はされませんけれども、ある程度見えてくるというふ

うには思いますので、そこの何を、愛着なのか、人口を増やしたい、移住、定住を増やしたいなの

か、そういった目標を一方で掲げながら理想を描いていくということでステークホルダーがもう少
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し見えてくるといいのかなと思いますけれど。 

  例えば人口のバランスを考えたときに、例えば就学前、子育て世代を今後朝霞市に入ってきても

らいたい。じゃあ、子育てのコミュニティ、そういった人たちが暮らしに何を求めているかという

ことが、それが目標であるならばステークホルダーはやっぱり子育て世代の人たちになりますよ

ね。一方で、その迎え入れる現状の市民の人たちもステークホルダーですよね。それぞれの主体

で、そこはその政策、シティ・プロモーションの理想の未来に対してどうかというのを聴いてみな

いといけないということになるのかなと思います。 

○吉田副会長 

  何を目標にするかについては、極論をすれば、長寿のまちを目指すというのも、目標としては設

定し得るわけですよね。だけど、健全な人口ピラミッドってあるじゃないですか。ある程度、将来

を担っていく世代がいて、高齢者がいてという。日本全体は少子高齢化でかなり人口ピラミッド上

問題があると言われていて、クールに言っちゃうと、その中でなるべく健全な人口ピラミッドを保

って人数が減らない。あるいはまだゆとりがあるんだったら増えていく。それは、産業のためにも

必要かもしれないし、僕が思うのは、飲食店とかその他の施設を支えるには、一定の人口が必要な

のかなと。そうすると、対外的、市の外との関係で見ると、そこは残念ながら奪い合いになってし

まって、そこを飲んで進んでいくのかどうかっていうことを、やっぱり考えていった方がいいのか

なと。数字だけでいうと、マーケティング的に言うとアンバランスな日本の人口構成の中でここだ

け、市内は一生懸命バランスを保って、しかも増やしていきましょうって結構贅沢なんですよ。結

構贅沢なんだけど、その目標を掲げていく。 

ただし注意しないといけないのは、急激な人口増ってまちの未来を壊す。あるいは、例えばター

ゲットを絞って３０歳の夫婦の方でお子さんのいる方だけ来てくださいってやると、何年かたつと

昔のニュータウンみたいになっていく可能性があると。そうすると、健全な自然増と社会増みたい

なことで、社会増をどういうふうにコントロールするのか。社会増というのは入って来ていただく

ということですよね。それをコントロールするのかっていう辺りが、すごく大事な目標になるのか

中間点になるのか分からないですけれども、すごく大事なポイントになるのかなという…思ってい

ます。 

  日本って、みんな同じだったら同じピラミッドですよね。だから、それは、話せばそんなふうに

なるんだけど、今アドバンテージはあるわけじゃないですか、利便性とかに。そこら辺をどういう

ふうに考えるか。 

○亀岡会長 

  はい。 
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○門野委員 

  今のお話を聴いていて思ったんですけれど、いわゆる会長とかもよく御存じだと思うんですけれ

ども、多分数字があって、数字を求めていくことがゴールだとして、例えばそれが課題でそれを目

標に掲げようとしても、実は、その数字をゴールとして掲げるよりも、いやそうじゃなくてそれを

使っている人の幸福感を増やそうとか、そのブランドに対する愛着を増やそうとかしていく方が、

最終的にゴールに近いということが結構あるんと思うんですね。ということを考えたときに、果た

して人口だったりとか、健全なバランスを取っていこうということよりも、もしかしたらそうでは

ない部分、実際に住んでいる方たちの生活の幸福感だったりとか、そこが今、言語化する必要はも

っと、落とし込んでいく必要はあると思うんですけれども、それを形にすることの方が、どちらか

というと最終的には求めていた姿に近付きやすいんじゃないのかなという印象はあったんですけれ

ど。 

○亀岡会長 

  その論点でいくと、例えばターゲットを事前に決めてしまう場合ですかね。例えば子育て世代を

ターゲットに朝霞はいくぞとなった場合、例えば千葉県の流山市がそうですよね。正に流山ですか

ら、やっぱりそこに政策も全部集中してやっていきますよという総合計画がなされないとそういう

形にならないということでもありますけれども。 

どちらかというと朝霞は、僕が、シティ・プロモーションと関わった自治体の事例で恐縮なんで

すけれども、関西の方に生駒という、奈良県に生駒市というのがあるんですね。そこは、大阪から

快速で２０分なんですね。非常に利便性がいい。都市部の周辺地域。そこは、やっぱり人気もあっ

て、人気のある理由は、生駒の場合は女性の活躍というのが非常に表に出てきていて、そこで、「い

こまの魅力創造課」の人たちに聴いたら、先ほど、奥田主幹がおっしゃってましたよね。何でした

っけ。朝霞の人はこうだから誇りがある。何かありませんでした。 

○事務局・奥田主幹 

  無個性というか、何もないよねというような、朝霞の人も朝霞のことを何もないというふうに語

る場合が多いというようなことを言ったかなと思うんですけれど。 

○亀岡会長 

  なるほど。朝霞の人は、市外の人とか朝霞の人たち同士で、そういう何か人間的な受け入れやす

いとか優しいとか、何かそういったような文脈ってありましたっけ。データの中で。 

○事務局・高市係長 

  先ほど、市政モニターアンケート、言葉はあれですけれど、よそ者は入ってくるなみたいな、ほ

かの自治体でそういうふうになった方が、朝霞ではそういうことがなくすぐに受け入れてもらえた
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と感じている回答がありました。 

○亀岡会長 

  そこも生駒が一緒なんですよね。生駒も、それは女性の意見でしたけれども、市外から転入され

てきて、こういうふうにやりたい、こういう活躍をしたいということを言っても、関西弁ですから

あれですけれども、ちゃかさないという。新しいことも言ってもちゃかさないで受け入れてくれる

と。で、応援してくれると。最初は下手かもしれないけれども、少しずつ活躍していくことで自分

がそのまちをどんどん好きになっていくというようなことを皆さん、全員じゃないですけれどもお

っしゃっていて、それが、このサイクルがぐるぐる回り始めて、女性の活躍する場所。女性が活躍

すれば家庭も明るくなりますから、家庭も円満になっていくと。で、旦那さんは仕事に行ってとい

うようなことをグッドサイクルという言い方をされてましたけれども、そういったものを回してい

っていくんだというところで。 

彼らも少子高齢化で、一部、鹿ノ台というものすごい高齢化エリアがあってですね、そこは、先

ほど僕が言った愛着度がめちゃめちゃありすぎて高齢化しちゃっているんですよ。絶対、その場か

ら出て行かないですよね。自治体がものすごいビジネスを勝手に回しているぐらいの地域。これ

は、参考になると思いますので、また時間のあるときに見ていただければ、奈良県生駒市鹿ノ台で

す。そういった市とちょっと近いようなまち、近いかなと思いました。 

なので、その愛着というものを延ばしていくのであるならば、主体的に参画をしていただいて、

自分たちが活躍しているというものが実感できたとするならば、それが愛着や、誇りまでいけばい

いんですけれども、誇りっていうのは、そもそもどうやったら感じるのかって議論が必要なのかも

しれませんが、何かそういった感じがしましたね。それはもう、当然どのジェネレーションにいる

かにもよりますけれど、当然他の地域との差別化が必要なので、歴史的な観点だったりとか、地形

的、地域的な観点で当然ないと、そこは差別化につながりませんので、そういったものを全部整理

していかないといけない話ではあります。 

○吉田副会長 

  門野委員の御意見と内田委員がさっきおっしゃってくれた愛着と誇り、僕が思うのは、ちょっと

事務局とも事前に昔、話したことがあるので。朝霞市に来訪している方とか訪問者が、朝霞市民が

楽しんでいるのを見て羨ましいと思うまちが、多分一番いいんじゃないかと思うんです。だから、

胸を張って、シティ・プロモーションだから外に向かって出て行かないとならないんだけれど、市

民が本当に、さっき会長の言葉だと生涯価値を高めて楽しんでいる。一生のうちのある時間帯を楽

しんでいることを、よそが羨ましがる。だけど、それを出張って行って言う必要性もあるんです

よ、プロモーションですから。言う必要もあるんだけれど、基本はそっちが大事で、その結果とし



- 39 - 

 

て人口が増えてくるというのが自然といえば自然なんですよ。だけど、それをやっていくというこ

とを、シティ・プロモーションがやっていくということは、まちの魅力を高めることになる。僕

は、やっぱりそこが肝かなと思っています。 

○亀岡会長 

  門野委員。 

○門野委員 

  今のお話でいくと、正にそういうことだと思うんですけれども、私自身は、自分の本業というか

化粧品とか広告の方の関係の中でいろんな人と、朝霞に住んでらっしゃる女性の方と会う機会が結

構あったんですね、最近。いろんな方とお話をする中で、それはもう単純に一例なので仮説でしか

ないんですけれど、実際に今のお話でいくと、私はそれまで知らなかったんですけれども、朝霞に

住んでらっしゃって、御自身でいろいろなコミュニティを持っていらっしゃったりとか活動してい

るんだと。自分で女性たちとの中でネットワークがつながっていて、お店を開いたりとかカフェを

やってらっしゃったりとか、エステサロンをやってらっしゃったりする方たちとよく集まって、朝

霞の中でこういう奇麗になるイベントをやろうとかっていうことを盛り上げているというふうにお

っしゃっていて、私は、そういう人たちって結構朝霞に住んでらっしゃるんだというのをすごくび

っくりしたのが、つい最近のイメージとしてあったんですね。 

実は、そういう人たちって、その方たちにお話をするとたくさんいるんですよ。ただ、その人た

ちが、なかなか声を上げて朝霞全体で、前面に出てやるかというとそうではないんだけれど、実は

そういうところのコミュニティがぽこぽことあって、というお話があったので、もしかしたら、そ

ういうところをすくい上げていくというのも、先ほどもお話があったような、それぞれが個々の女

性なのか、もちろん男性も含めてなんですけれども、活躍されてる、生き生きと活動されている部

分というのが、もうちょっとスポットライトが当たっていくと、朝霞としての全体の盛り上がりだ

ったりとか、誇りにつながってくるということもあるかもしれないなというのが、印象として思い

ました。 

○亀岡会長 

  そういった活躍をされている方々がいらっしゃって、それらをシティ・プロモーションでバック

アップして支えることで、その人たちが活躍している姿が、どんどん魅力としてまちの中にあふれ

出していって、それが、まちでは抱えきれなくなって市外に出て行くというのが、すごく自然な流

れとしていいのかなという気はしますし、じゃあ、それを具体的にどのようにすればあふれ出して

行くような仕掛けになるのか、それが、まずは目標として吉田副会長がおっしゃった、市民が楽し

んでいる状況、また、それは、楽しんでいる姿が魅力としてあふれ出していくような状況。そうい
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ったものが今、朝霞に必要で、それがエンジンとなって本当に活躍している人たちのまちに対する

思いや価値みたいなものが言語化されていって、それを潜在的に活躍したいと思っている人たちが

見て、私たちもできるんだ。背中を押してくれて、自分でまた参加していくと。それで、どんどん

そのサイクルが広がっていけば、非常にシティ・プロモーションとして理想的な形になるのかなと

いうような気はしますよね。 

  その人たちも、多分自分たちが活躍しているものを見てもらうことによって、また、そのまちが

好きになったりとか、もっと活躍したり、広がっていくんじゃないかなと思いますけれども。 

○吉田副会長 

  かつて、僕の経験なんですが、クールジャパンの始まりのときに、２００８年からの経産省系の

賞を頂いたコンテンツの何かで、盛り上がりを見せたかのようにクールジャパンというのが広がっ

ていったと。ただ、そのときに最終的に僕たちが一番ほしかったのは、賞を取った作品、映像関係

なんですけれど、それを、デジタルアーカイブみたいなものを作って、デジタルライブラリーを作

ってもらって、翻訳だけ行政が補助金を出してもらって、それを世界から自由にアクセスできるよ

うにしてほしいというもの。つまり行政に期待しているというのは、サポート、ウィズアウト、コ

ントロールなんです。だから、指示をして何かを決めるんじゃなくて、サポートをしっかりしてほ

しい。みんながそこから羽化できるというか外に広がれるというか、コミュニケーションできると

いうか。基礎インフラのようなものをできるだけ予算を掛けないで作ってもらいたい。先ほどのお

話で言うと、デジタルライブラリーみたいなもので朝霞の人が街での暮らしを楽しんでいる姿や、

活き活きしている姿なんかに、検索でアクセスできるような場所があれば、それはそれですごい力

ですよね。基本姿勢というのはそういうことで、そこを作るのが、行政であったり、本当はシテ

ィ・プロモーションの深い目的かもしれない。あとは、時勢に任せる。時勢を全く手放しでやった

ら意味がない。行政の意味もないし、行政には多分主体性も必要。だけど、幅広くみんながアクセ

スできてすごく利用しやすいものっていうのを何か作っていくというのも、すごく一つの手なのか

なっていう気はします。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

  その辺もね、本来ならセットで解決していかないといけない、課題がそれである場合、そのよう

な話だと思うんですね。 

  奥田主幹。 

○事務局・奥田主幹 

  今、会長からそろそろ時間の方ということなんですけれども、まとめ方についてなんですけれど
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も。 

○亀岡会長 

  まとめ方に関しては、今、対象を決めるか決めないかというところであれば、今の議論の中で

は、まずペルソナはまだ設定しない方がいいかなと思います。で、目標の方は、ある程度もやもや

した形ですが、市民が楽しんでいるとか、あと、魅力があふれ出すような地域とかという、その機

会の部分が見えてきましたので、ここでちょっとまとまらなければ、おゆるし頂ければ私の方が一

文化して後で共有させていただくという形でも構いませんし。 

○事務局・奥田主幹 

  分かりました。そうしたら、今、会長からそういう御提案をいただいたので、今後、会長と私た

ちとで、やり取りしながら案を作って、委員の皆さんにできたもの送付させていただきます。ま

た、御意見頂くようにして、案を固めて御提示していきたいというふうに思うんですけれども、そ

の手法を取ってよろしいでしょうか。 

  （はい、の声） 

  大丈夫ですか。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

  それでは、今の議論と仮説の設定をまずさせていただいて、皆さんに共有した後にですね、次の

審議会の方に進めていきたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

 

◎５ その他 

○亀岡会長 

  以上で、本日の議事に関しては終了なんですけれども、その他、事務局の方から次回以降に対し

ての何か報告等ございますでしょうか。 

○事務局・高市係長 

  事務局の高市です。 

  ２点ほど、今後の予定についてお知らせさせていただきます。 

１点目、スケジュールでお示ししましたとおり、プロモーションワークショップを開催いたしま

す。１回目が１１月１０日、２回目が１２月８日、２回連続となっています。 

こちらが、朝霞で暮らすことの魅力が再認識されることを狙いとして実施するワークショップで

ございます。 

２点目なんですけれども、次回、第２回検討委員会は２月中旬で予定をしております。第２回で
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は、シティ・プロモーションの方針について、更に議論をするためにワークショップの結果等も併

せてお示しさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○事務局・奥田主幹 

  お配りした資料の一番最後に「ご意見カード」というものを付けております。あえて今日付けた

んですけれども、今日、しゃべり足らなかったとか、こんなことを感じたとか、一週間以内ぐらい

を目途に送っていただければと思います。そのカードを使わなくてもメールのフォームを使って御

意見頂いて全然構いませんんで、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

  今、お配りしているのが、まち・ひと・しごとの総合戦略です。朝霞を出て行った人がどの辺り

に行っているかとかは１２ページ辺りに書いています。 

  以上です。 

○亀岡会長 

  ありがとうございます。 

○木本委員 

  すみません、一つよろしいでしょうか。 

  ワークショップについてなんですけれど、実際に先ほどの仮説を検証する場にもなればという話

もあったと思うんですけれど、このワークショップ、私もワークショップがあるというのはもちろ

んこの委員会で聴いたことはありますし、その朝霞市のSNS等を拝見したんですけれども、実際に御

覧になっていらっしゃる方たちは、どういう方たちで何をもってこれを御覧になって来た方が多い

のかによって、その仮説を検証する場というのが、割ともう朝霞に愛着を持っていて、かなりコミ

ュニティ、コミュニケーションを取ってらっしゃる方なのか、いやいやそうではなく、普通の朝霞

に住んでらっしゃる方もいらっしゃる。それに、取れる仮説の内容というのは変わってくると思う

んですけれども、その辺りは実際どうなんでしょうか。 

○事務局・高市係長 

  事務局の高市です。 

  今、おっしゃっていただいた、市民の方が御参加というのは、朝霞で活躍をされている方にもご

参加いただいていますし、あとは、広く広報しておりますので、普通に応募されてこられた方もい

らっしゃるかと思います。今、募集中の期間ですので、様々な方に御参加いただけるような形で周

知していきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○亀岡会長 
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  更に補足ですけれども、そういうと、まだ仮説が決まっていませんけれども、そういった魅力あ

ふれるとか楽しんでいる人ということであれば、やっぱり活躍していることだったりとか、そうい

う人たちの活躍している原動力みたいなものを見せて、私もそれだったらって思う。潜在的に、参

加はしないんだけど、参加したいなと思っている層をどれだけ取り込めるかというのがポイントだ

よねという話だと思うんですよね。 

○木本委員 

  そういうことですよね。 

○亀岡会長 

  だから、そこのワークショップの募集の仕方というのを、今一度工夫できるのであれば、潜在層

をある程度多めに取っていただくと多分検証というか意義のあることになるのかなという御意見だ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◎６ 閉 会 

○亀岡会長 

  他になければ、以上をもちまして、本日の会議を終了したいと思いますがよろしいですかね。 

では、皆さん御協力ありがとうございました。 

 


